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一
　
奈
良
の
宮
の
御
代

万
葉
集
一
部
の
、
大
体
出
来
上
つ
た
の
は
何
時
か
。
其
は
、
訣
ら
な
い
、
と
答
へ
る
方
が
寧
む
し
ろ、
ほ
ん
と
う

で
あ
ら
う
。
併しか
し
、
私
と
し
て
の
想
像
説
を
述
べ
て
、
此
迄
人
の
持
つ
て
ゐ
た
考
へ
の
、
大
い
に
訂
正
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
、
と
言
ふ
こ
と
を
承
知
し
て
貰
は
う
と
思
ふ
。

万
葉
編
纂
の
時
代
と
、
其
為
事
に
与
つ
た
人
と
に
就
て
は
、
い
ろ
〳
〵
の
説
が
あ
る
。
併
し
、
其
拠
り
処

と
な
つ
て
ゐ
る
第
一
の
有
力
な
証
拠
は
、
唯
万
葉
集
自
身
と
、
古
今
集
の
仮
名
・
漢
字
二
様
の
序
が
あ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
仮
名
序
に
拠
る
と
、
万
葉
集
の
出
来
た
の
は
奈
良
の
宮
の
御
代
で
醍
醐
天
皇
か
ら
十
代

前
、
年
数
は
百
年
余
以
前
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
起
算
点
を
醍
醐
天
皇
に
置
く
と
、
平
城
天
皇
の
時
世

と
な
つ
て
、
其
御
代
始
め
の
大
同
元
年
ま
で
、
か
つ
き
り
百
年
に
な
る
。
処
が
、
一
代
前
の
宇
多
帝
か
ら

数
へ
出
す
と
、
平
安
朝
最
初
の
天
子
、
桓
武
天
皇
を
斥サ
し
た
こ
と
に
な
る
。
年
数
は
百
年
以
上
、
と
い
ふ

事
が
出
来
る
。
処
が
、
此
文
章
の
解
釈
が
い
ろ
〳
〵
で
、
ま
づ
正
直
に
、
百
年
余
と
い
ふ
伝
へ
を
守
り
、

起
算
点
を
一
代
前
に
据
ゑ
て
、
桓
武
説
を
提
出
し
て
ゐ
る
の
は
、
袋
冊
子
で
あ
る
。
併
し
奈
良
宮
御
代
と

い
ふ
言
葉
は
、
度
外
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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処
が
、
奈
良
宮
の
奈
良
な
る
字
に
執
著
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
は
、
人
麻
呂
勘
文
以
下
の
「
聖
武
説
」
、

栄
華
物
語
の
「
高
野
女
帝
（
孝
謙
・
称
徳
）
説
」
の
二
つ
で
あ
る
。
此
両
説
は
勿
論
、
単
に
、
仮
名
序
か

ら
導
か
れ
た
ゞ
け
で
な
く
、
学
者
間
の
言
ひ
伝
へ
、
或
は
古
今
雑
部
の

　
　
神
無
月
　
時
雨
ふ
り
お
け
る
楢
の
葉
の
　
名
に
負
ふ
宮
の
　
ふ
る
辞
ぞ
。
こ
れ
（
文
屋
有
季
）

と
言
ふ
歌
な
ど
も
働
き
か
け
て
ゐ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
る
程
、
万
葉
集
一
部
に
収
め
て
ゐ

る
の
は
、
雄
略
帝
以
下
淳
仁
帝
の
四
年
（
宝
字
五
年
）
ま
で
の
作
物
で
あ
る
事
は
、
此
書
の
記
載
を
信
じ

れ
ば
言
へ
る
。
其
に
今
一
つ
、
万
葉
集
が
奈
良
朝
の
も
の
だ
と
定
め
た
い
考
へ
が
、
既
に
古
く
か
ら
あ
つ

た
筈
だ
か
ら
、
旁
か
た
はら
か
う
し
た
解
釈
が
つ
い
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
仮
名
序
に
照
し
て
見
る
と
、
十
代
以

前
と
い
ふ
の
は
合
は
な
く
な
る
。
其
上
、
百
年
余
の
余
は
、
略ほぼ
、
五
十
年
を
意
味
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。

  

畢    

竟  

ひ
つ
き
や
う

、
粗
漏
な
穿
鑿
に
予
断
の
感
情
を
交
へ
た
臆
断
、
と
今
ま
で
の
証
拠
だ
け
で
は
、
定
め
る
外
は

な
い
。

ふ
り
か
へ
つ
て
、
平
城
説
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
を
見
よ
う
。
古
今
の
漢
文
序
に
は
、
大
同
天
子
の
代
に

出
来
た
と
し
て
ゐ
る
。
此
序
の
価
値
を
疑
ふ
人
も
あ
る
が
、
其
は
主
と
し
て
、
仮
名
序
の
直
訳
以
外
に
、

此
類
の
違
つ
た
記
事
を
交
へ
て
ゐ
る
こ
と
に
、
疑
ひ
を
挟
む
処
か
ら
出
て
ゐ
る
ら
し
い
。
此
漢
文
序
が
疑

ふ
べ
く
ば
、
仮
名
序
も
疑
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
今
日
の
印
刷
せ
ら
れ
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た
書
物
の
や
う
に
、
発
行
年
月
が
定
ま
ら
ず
、
幾
ら
で
も
増
補
訂
正
が
出
来
た
も
の
の
写
本
時
代
に
は
、

譬たと
ひ
そ
れ
が
、
勅
撰
の
書
で
あ
つ
て
も
、
編
纂
後
数
回
の
増
訂
は
、
自
由
で
あ
つ
た
は
ず
で
あ
る
。
現
に
、

漢
文
序
を
信
じ
れ
ば
、
古
今
集
の
前
に
続
万
葉
集
と
い
ふ
も
の
が
、
出
来
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
数
年
の
後

其
に
、
訂
正
を
加
へ
た
の
が
、
古
今
と
な
つ
た
の
だ
と
あ
る
。

さ
う
い
ふ
風
に
し
て
出
来
た
古
今
の
仮
名
序
が
、
撰
修
上
奏
の
際
に
、
書
か
れ
た
ま
ゝ
と
も
言
は
れ
な
い

上
に
、
漢
文
序
の
如
き
は
、
可
な
り
の
年
月
を
隔
て
た
後
に
、
添
へ
ら
れ
て
も
一
時
に
固
定
せ
な
か
つ
た

当
時
の
編
纂
物
と
し
て
は
、
不
思
議
は
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
そ
の
二
つ
の
序
の
間
に
、
自
由
な
書
き
添
へ

も
出
来
る
余
地
は
考
へ
ら
れ
る
。
か
う
し
て
、
漢
文
の
序
を
信
じ
れ
ば
、
続
万
葉
が
古
今
の
前
身
で
、
古

今
は
も
と
〳
〵
、
万
葉
集
の
後
継
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
て
差
し
支
へ
が
な
い
。
此
続
万
葉
集
に

対
し
て
古
万
葉
集
の
名
で
、
平
安
朝
時
代
は
通
つ
て
居
た
も
の
か
。 

菅  

家 

ク
ワ
ン
ケ

万
葉
即
、
新
撰
万
葉
集
に
対

し
た
名
と
す
る
の
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
今
の
新
撰
万
葉
と
性
質
の
違
う
た
新
撰
万
葉
集
が
元
、
あ
つ
た
と

も
思
は
れ
る
か
ら
、
古
今
の
続
万
葉
は
、
其
が
増
訂
を
す
る
積
り
で
勅
撰
せ
ら
れ
た
も
の
か
、
と
も
言
ふ

事
が
出
来
よ
う
。
二
つ
の
序
の
最
適
切
な
解
釈
は
、
平
城
説
の
外
に
な
い
こ
と
に
な
る
。
更
に
脇
の
方
か

ら
、
其
可
能
性
を
試
し
て
見
よ
う
。
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二
　
大
伴
家
持

一
体
万
葉
集
の
撰
者
に
関
す
る
諸
説
の
中
、
多
少
確
実
性
を
持
つ
て
居
る
も
の
は
、
大
伴
家
持
を
ば
、
大

な
り
小
な
り
関
係
さ
せ
て
説
い
て
居
る
。

平
安
朝
の
第
一
代
桓
武
天
皇
の
延
暦
四
年
八
月
に
、
大
伴
家
持
は
亡
く
な
つ
た
。
実
に
、
当
時
ま
で
長
岡

都
造
営
最
中
で
、
平
安
城
は
か﹅
た﹅
も
な
か
つ
た
時
で
あ
る
。
処
が
、
翌
月
の
事
、
家
持
の
生
前
東
宮
大
夫
ダ
イ
ブ

と
し
て
事つか
へ
て
居
た
早
良
サ
ハ
ラ
皇
太
子
が
、
新
都
造
営
主
任
で
あ
つ
た
藤
原
種
継
を
暗
殺
せ
し
め
ら
れ
た
事
件

が
起
つ
た
。
一
个
月
も
立
た
ぬ
間
の
出
来
事
で
あ
つ
た
の
で
、
彼
は
其
謀
主
に
擬
せ
ら
れ
て
、
名
簿
は
除

か
れ
る
。
其
子
永
主
（
或
は
、
永
手
）
其
他
が
流
罪
に
な
つ
た
。
此
よ
り
僅
か
三
年
前
の
延
暦
元
年
に
も
、

既
に
一
度
、
氷
上
川
継
の
乱
に
ま
き
添
へ
で
、
解
官
の
上
、
京
を
構
は
れ
た
事
が
あ
つ
た
。
其
は
、
直
に

免ゆる
さ
れ
た
が
、
三
度
目
の
は
長
か
つ
た
。
平
城
天
皇
の
御
代
に
な
つ
て
か
ら
、
先
帝
の
遺
詔
と
し
て
、
本

官
に
復
さ
れ
る
ま
で
、
二
十
年
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

家
持
そ
の
外
大
伴
一
族
及
び
、
其
家
に
出
入
り
し
た
と
見
え
る
人
々
の
歌
の
、
本
集
に
数
多
く
載
つ
た
ば

か
り
で
な
く
、
家
持
自
身
の
手
記
に
相
違
な
い
と
鑑
定
す
べ
き
部
分
も
、
沢
山
に
あ
る
。
内
は
に
見
積
つ

て
、
以
上
の
部
分
だ
け
が
、
家
持
の
手
で
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
も
、
と
も
か
く
も
、
万
葉
集
に
与
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へ
て
ゐ
る
家
持
の
為
事
は
、
可
な
り
の
分
量
が
あ
る
。

本
集
の
中
、
年
月
づ
け
の
あ
る
も
の
で
、
一
番
新
し
い
の
は
、
天
平
宝
字
三
年
一
月
の
家
持
の
歌
で
あ
る
。

ち
よ
う
ど
、
彼
が
死
ん
で
、
大
伴
本
家
の
離
散
し
た
年
か
ら
、
二
十
五
年
前
に
当
る
。
此
時
に
編
纂
を
終

へ
て
、
公
表
し
た
も
の
と
も
思
は
れ
ぬ
。
其
後
の
彼
は
、
多
く
外
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
延
暦
元
年
ま
で
、

殆
ど
落
ち
つ
い
て
都
の
生
活
を
味
う
て
居
る
暇
が
な
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
其
後
の
怱

忙
た
る
事
情
を
見
れ
ば
、
体
裁
が
整
へ
ら
れ
、
公
表
せ
ら
れ
た
ら
う
と
は
信
ぜ
ら
れ
ぬ
。
歌
の
性
質
か
ら

見
て
も
、
冷
や
か
に
客
観
の
出
来
た
他
人
の
手
で
な
く
て
は
、
人
前
に
披
露
す
る
事
は
、
如
何
に
お
ほ
ら

か
な
古
人
と
雖
い
へ
ど
も、
能
は
ぬ
種
類
の
歌
さ
へ
あ
る
で
は
な
い
か
。

此
大
伴
家
の
歌
集
が
、
衆
目
に
触
れ
る
機
縁
を
為
し
た
の
は
、
種
継
事
件
で
は
あ
る
ま
い
か
。
神
代
以
来

の
旧
家
の
沈
淪
の
為
、
什
器
・
蔵
書
類
の
官
庫
に
没
収
其
外
の
手
続
き
で
、
這
入
つ
た
事
は
考
へ
難
く
は

な
い
。
さ
う
し
て
流
れ
出
た
大
伴
集
が
、
朝
廷
に
入
つ
た
と
す
れ
ば
、
此
迄
禁
中
に
伝
承
せ
ら
れ
て
来
た

歌
並
び
に
、
古
歌
集
と
結
び
つ
い
て
、
万
葉
集
の
出
来
る
機
会
が
出
来
て
来
た
訣
で
あ
る
。
延
暦
四
年
以

後
の
二
十
年
は
、
罪
人
家
持
の
作
物
が
公
然
と
人
目
に
触
れ
る
事
の
出
来
た
は
ず
は
な
い
。
此
点
で
も
、

桓
武
説
は
無
意
味
で
あ
る
。
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三
　
平
城
天
皇
の
性
格

平
城
天
皇
が
、
廃
太
子
の
東
宮
大
夫
で
あ
つ
た
家
持
と
、
ど
う
し
た
交
渉
が
あ
つ
た
か
は
、
想
像
す
る
事

は
出
来
ぬ
。
但
た
だ
し、
皇
兄
早
良
サ
ハ
ラ
太
子
の
轍
を
踏
ん
で
、
平
安
の
新
京
を
棄
て
ゝ
、
奈
良
の
旧
都
に
復
し
よ
う

と
し
て
、
失
敗
せ
ら
れ
た
の
が
、
薬
子
・
仲
成
の
乱
で
あ
る
。
奈
良
の
生
活
に
憬
れ
、
万
葉
の
生
活
に
憧

れ
、
万
葉
び
と
の
生
活
を
再
し
よ
う
と
し
て
、
遂
げ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
奈
良
以
前
の
歌

を
集
大
成
し
よ
う
と
言
ふ
お
考
へ
の
起
り
相
な
一
つ
の
根
拠
が
あ
る
。

平
城
天
皇
は
、
詩
人
風
の
情
熱
を
包
ん
で
居
ら
れ
、
僅
か
な
が
ら
、
お
歌
も
残
つ
て
居
る
。
桓
武
天
皇
崩

御
の
砌
み
ぎ
りは
、
慟
哭
し
て
起
つ
事
が
出
来
な
か
つ
た
と
伝
へ
て
居
る
。
其
血
は
、
皇
孫
行
平
・
業
平
に
も
引

い
て
居
る
。
万
葉
人
の
生
活
を
夢
み
、
而
も
歌
に
対
し
て
、
あ
る
好
尚
と
才
能
を
持
つ
て
居
ら
れ
た
と
す

れ
ば
、
万
葉
集
は
当
然
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
訣
で
あ
る
。

大
伴
集
の
手
に
入
つ
た
の
を
機
会
に
、
奈
良
以
前
の
歌
集
を
勅
撰
し
よ
う
と
の
企
て
は
、
ど
う
し
て
も
現

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
は
ず
で
あ
る
。
古
今
漢
文
序
の
平
城
天
子
の
語
は
、
至
極
適
切
な
万
葉
の
製

作
時
代
の
疑
問
に
対
し
て
断
案
を
示
し
て
居
る
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。

本
集
の
末
四
巻
（
十
七
・
十
八
・
十
九
・
二
十
）
並
び
に
巻
五
は
、
誰
の
目
に
も
疑
ひ
な
く
、
大
伴
集
で
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あ
る
事
が
訣
る
。
併
し
、
ほ
か
に
、
少
し
も
大
伴
集
の
匂
ひ
の
な
い
巻
々
も
、
段
々
あ
る
。
私
の
言
ふ
大

伴
集
な
る
物
は
、
さ
う
し
た
部
分
ま
で
も
含
め
て
居
る
の
で
は
な
い
。
右
の
、
家
持
及
び
其
父
旅
人
に
関

係
深
い
巻
々
の
外
に
も
、
家
持
の
手
を
通
つ
た
物
が
な
い
と
は
言
へ
ぬ
が
、
外
に
今
一
つ
以
上
、
材
料
の

出
し
処
が
あ
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

其
は
、
大
歌
所
に
昔
か
ら
使
は
れ
て
来
た
大
歌
と
、
大
歌
に
採
用
す
る
目
的
で
蒐
め
て
置
い
た
材
料
と
で

あ
る
。
即
、
古
事
記
・
日
本
紀
に
見
え
た
外
の
伝
説
を
持
つ
た
由
縁
あ
る
歌
謡
、
其
か
ら
時
代
々
々
の
宮

廷
詩
人
が
、
時
々
の
公
事
の
用
に
作
つ
た
歌
曲
が
既
に
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
大
歌
所
の
詞
曲
台
帳
に

載
つ
て
居
た
は
ず
の
物
、
支
那
の
為
政
者
・
音
楽
者
の
理
想
と
な
つ
て
居
た
民
謡
に
正
雅
の
声
が
あ
る
と

言
ふ
考
へ
が
、
我
が
国
に
も
這
入
つ
て
居
て
、
在
来
の
童
謡
に
神
道
が
寓やど
つ
て
出
る
と
言
ふ
信
仰
と
一
つ

に
な
つ
て
、
国
風
を
蒐
め
竹
枝
を
拾
ふ
試
み
が
既
に
行
は
れ
て
、
東
ア
ヅ
マ歌
其
外
地
方
の
民
謡
な
ど
の
可
な
り

の
分
量
が
、
大
歌
所
に
集
め
ら
れ
て
居
た
も
の
と
信
じ
て
よ
い
。

其
上
尚
一
つ
、
大
歌
所
か
、
官
庫
に
保
存
せ
ら
れ
て
居
た
と
思
は
れ
る
各
種
の
古
歌
集
・
個
人
の
家
集
の

一
群
が
、
編
纂
の
際
に
、
随
分
利
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
大
体
此
三
種
が
、
大
伴
氏
没
落
と
共

に
、
宮
中
で
一
つ
に
な
る
機
会
に
接
し
た
わ
け
で
あ
る
。
而
も
、
前
言
し
た
素
質
を
持
つ
た
平
城
天
皇
の

御
代
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
万
葉
集
は
、
纏
ま
と
まら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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万
葉
集
は
、
此
様
に
し
て
な
つ
た
勅
撰
集
で
あ
つ
た
が
、
や
つ
と
巻
一
・
二
を
撰
定
し
た
頃
に
大
頓
挫
が

来
た
ら
し
い
。
其
為
に
、
他
の
巻
々
は
、
大
ざ
つ
ぱ
な
分
類
を
つ
け
た
儘
に
な
つ
た
の
も
あ
り
元
の
資
料

の
排
列
順
序
の
通
り
に
し
て
置
い
た
巻
な
ど
も
あ
る
様
で
あ
る
。
大
伴
集
の
大
部
分
は
、
か
う
し
て
、
其

儘
五
つ
の
巻
を
形
づ
く
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
と
見
え
る
。

だ
か
ら
、
撰
者
の
如
き
も
、
大
伴
家
持
の
努
力
が
可
な
り
、
役
立
つ
て
居
る
と
言
ふ
だ
け
で
、
勿
論
彼
を

以
て
当
面
の
責
任
と
す
る
事
は
出
来
な
い
。

最
都
合
の
よ
い
折
衷
説
は
、
橘
諸
兄
勅
を
受
け
て
、
主
任
と
し
て
撰
定
の
事
に
与
つ
て
居
た
が
、
遂
げ
な

い
で
死
ん
だ
の
で
、
助
手
で
あ
つ
た
大
伴
家
持
が
、
其
を
完
成
し
た
の
だ
、
と
す
る
考
へ
で
あ
る
。
併
し
、

ほ
ん
の
想
像
で
つ
ゞ
く
つ
た
折
衷
説
で
、
信
用
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
其
外
、
藤
原
浜
成
・
藤

原
真
楯
が
、
本
集
編
纂
の
事
に
与
つ
て
居
る
事
を
主
張
す
る
説
も
あ
る
が
、
皆
単
純
な
伝
説
で
信
じ
ら
れ

な
い
。

　
　
　
　
　
四
　
雅
楽
寮
と
大
歌
所
と

大
歌
所
関
係
の
書
類
が
、
本
集
に
と
り
込
ま
れ
て
居
る
と
言
ふ
証
拠
は
、
大
伴
家
持
の
身
の
上
に
絡
ん
で
、
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今
一
つ
あ
る
。
雅
楽
寮
は
、
外
国
音
楽
部
と
日
本
音
楽
部
と
に
分
れ
て
居
た
。
こ
の
役
所
の
主
眼
は
外
国

音
楽
に
あ
つ
た
の
で
、
日
本
音
楽
部
即
、
大
歌
所
は
附
属
の
や
う
な
形
で
あ
つ
た
。
奈
良
朝
以
来
、
雅
楽

寮
の
事
を  

歌  

舞  

所  
ウ
タ
マ
ヒ
ド
コ
ロ

（
本
集
）
或
は
う
た
ま
ひ
の
つ
か
さ
（
倭
名
鈔
等
）
と
言
う
た
が
、
一
つ
処
に
両

部
を
備
へ
て
居
た
為
に
、
大
歌
所
の
事
を
も
歌
舞
所
で
表
す
こ
と
の
出
来
た
も
の
ら
し
い
。
家
持
等
の
公

卿
・
殿
上
人
が
、
こ
ゝ
に
出
入
し
て
、
盛
ん
に
わ
が
邦
在
来
の
古
曲
を
練
習
し
、
物
識
り
の
老
下
官
を
招

い
て
古
歌
の
伝
へ
を
聞
い
た
趣
き
が
見
え
る
か
ら
、
家
持
の
蒐
集
し
た
古
曲
及
び
大
伴
集
の
、
大
歌
所
と

の
あ
る
脈
絡
が
あ
つ
た
こ
と
は
伺
は
れ
る
。
大
伴
氏
分
散
に
際
し
て
、
こ
れ
等
が
大
歌
所
の
台
帳
と
結
び

つ
く
機
会
を
得
た
訣
で
あ
る
。

大
歌
と
言
ふ
名
は
、
民
謡
、
童
謡
を
小
歌
コ
ウ
タ
と
称
し
た
の
に
対
し
た
官
家
の
歌
即
、
宮
廷
詩
と
言
ふ
事
に
な

る
。
形
式
の
長
短
に
関
係
な
く
、
公
・
私
の
区
別
を
大
・
小
で
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
其
と
共
に
外
国

音
楽
（
朝
鮮
・
支
那
・
印
度
）
を
雅
楽
と
言
ふ
の
に
対
す
る
名
と
も
な
つ
て
居
た
。
両
方
と
も
に
、
舞
を

持
つ
て
居
る
が
、
雅
楽
は
器
楽
が
主
で
、
大
歌
は
声
楽
が
大
部
分
で
あ
る
。
雅
楽
が
段
々
盛
ん
に
な
る
に

連
れ
て
、
大
歌
は
衰
へ
て
来
る
。
平
安
朝
に
入
る
と
誠
に
、
微
々
た
る
も
の
に
な
つ
て
了
う
た
。
併
し
、

日
本
音
楽
部
と
し
て
二
百
五
十
人
か
ら
の
職
員
を
持
つ
て
居
た
奈
良
朝
の
様
子
（
令
）
は
、
な
か
〳
〵
侮

ら
れ
な
か
つ
た
。
神
祇
を
中
心
に
し
た
宮
廷
行
事
に
使
ふ
音
楽
と
し
て
は
、
神
の
感
情
に
通
じ
易
い
と
考
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へ
た
。
国
語
で
出
来
た
新
古
の
詞
章
と
、
昔
か
ら
の
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
た
楽
器
と
で
、
奏
す
る
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
其
大
歌
は
ど
う
し
て
出
来
た
も
の
か
。
此
に
は
成
り
立
ち
の
新
古
と
、
其
性
質

と
か
ら
、
大
体
四
つ
の
種
類
に
分
れ
る
。

語
部
の
物
語
の
中
の
抒
情
部
分
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
叙
事
の
中
に
挿
ん
だ
あ
る
人
物
が
、
あ
る
場
合
に
作

つ
た
も
の
と
語
り
伝
へ
ら
れ
た
歌
が
、
物
語
か
ら
独
立
し
て
、
宮
廷
詩
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
。
記
・

紀
に
、
何
振
・
何
曲
・
何
歌
な
ど
の
名
で
伝
つ
て
居
る
。

次
に
は
、
恒
例
に
使
ひ
慣
れ
て
居
る
大
歌
で
は
間
に
合
は
ぬ
場
合
を
埋
め
る
新
作
が
出
来
て
来
た
。
普
遍

式
な
も
の
よ
り
も
、
特
殊
風
な
感
情
を
表
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
臨
時
の
場
合
に
、
群
衆
（
時
と
し
て
は
一
人
）

の
代
り
に
、
謳
は
れ
る
も
の
と
し
て
の
詞
章
が
綴
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
初
め
は
、
謳
ふ
人
の
即
興
で
あ
つ

た
も
の
を
、
群
衆
が
唱
和
す
る
所
か
ら
、
多
く
は
群
衆
の
感
情
を
代
表
す
る
事
に
な
り
、
作
者
も
亦
、
専

門
化
し
た
傾
き
が
出
来
る
。
さ
う
し
て
、
今
日
の
歴
史
に
は
、
記
載
を
欠
い
て
居
る
が
、
宮
廷
詩
人
と
も

言
ふ
べ
き
職
業
詩
人
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。
よ
し
純
粋
に
、
職
業
化
は
し
て
居
な
く
と
も
、
官
人
の
中
、

新
作
の
大
歌
を
要
す
る
場
合
に
、
極
つ
て
製
作
を
命
ぜ
ら
れ
る
人
が
、
飛
鳥
時
代
以
後
に
は
、
も
う
見
え

出
し
た
と
思
は
れ
る
。
其
作
物
は
、
群
衆
又
は
、
一
人
の
為
の
代
作
で
あ
る
か
ら
、
代
作
さ
せ
た
者
の
作

物
と
か
、
或
は
無
名
作
家
の
個
性
表
現
の
創
作
と
か
見
ら
れ
る
様
に
な
つ
て
来
る
。
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譬
へ
ば
、
柿
本
人
麻
呂
の
日
並
知

ヒ
ナ
メ
シ

皇ミ
子コ
尊
や
、
高
市
タ
ケ
チ
皇
子
尊
を
悼
ん
だ
歌
の
如
き
も
、
実
は
個
性
表
現
で

な
く
、
官
人
の
群
衆
の
為
の
代
作
で
あ
る
。
其
と
同
じ
意
味
で
、
人
麻
呂
の
泊
瀬
部
皇
女
・
忍
壁
皇
子
に

献
じ
た
歌
（
巻
二
）
は
、
悲
歎
を
慰
め
る
為
に
作
つ
た
の
で
は
な
い
。
河
島
皇
子
の
葬
儀
の
為
に
、
右
の

皇
女
・
皇
子
に
嘱
せ
ら
れ
て
作
つ
た
物
と
見
る
べ
き
で
、
明
日
香
皇
女
を
木キ  

上    

殯  

ヘ
ノ
ア
キ
ラ

宮ミヤ
に
す
ゑ
て
あ
つ

た
時
に
、
同
人
の
作
つ
た
歌
（
巻
二
）
と
同
じ
意
味
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
か
ら
見
れ
ば
、
日
並
知

皇
子
尊
の
舎
人
等
の
作
と
伝
へ
て
居
る
廿
三
首
の
短
歌
も
、
や
は
り
人
麻
呂
の
代
作
と
言
つ
て
よ
い
。
又
、

藤
原
宮
の 

役  

民 

エ
ノ
タ
ミ

の
歌
・
藤
原
宮
御
井
の
歌
（
巻
一
）
な
ど
は
、
作
者
知
ら
ず
に
な
つ
て
居
る
が
、
や
は

り
人
麻
呂
に
違
ひ
は
あ
る
ま
い
。

か
う
し
て
見
れ
ば
、
人
麻
呂
が
日
並
知
・
高
市
二
太
子
に
事つか
へ
て
居
た
な
ど
ゝ
言
ふ
説
は
、
単
な
る
想
像

に
過
ぎ
な
か
つ
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
以
前
に
も
、
我
々
の
推
測
の
及
ば
な
い
幾
多
の
宮
廷
詩

人
が
居
て
、
新
作
の
大
歌
を
作
つ
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
人
麻
呂
の
作
に
も
作
者
知
ら
ず
と
し
て
伝
つ

て
居
る
物
が
多
い
筈
で
あ
る
。
宮
廷
詩
人
の
作
の
、
無
名
又
嘱
託
者
の
名
で
伝
つ
た
時
代
と
、
作
者
の
名

の
明
ら
か
に
な
つ
て
来
た
時
代
と
が
あ
る
。
此
二
つ
の
時
代
を
跨
げ
た
の
が
人
麻
呂
で
あ
る
。

人
麻
呂
後
期
と
、
其
以
後
の
宮
廷
詩
人
の
作
物
は
、
作
者
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
と
共
に
、
個
性
も
段

々
明
ら
か
に
な
り
、
芸
術
動
機
か
ら
出
発
し
た
作
物
も
見
え
て
来
る
。
宮
廷
詩
人
が
必
し
も
大
歌
ば
か
り
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は
作
つ
て
居
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

一
面
に
於
て
、
支
那
詩
文
の
模
倣
が
、
段
々
模
倣
を
離
れ
て
自
我
意
識
を
出
し
、
倭
歌
に
影
響
す
る
所
か

ら
、
芸
術
風
な
創
作
気
分
が
次
第
に
濃
厚
に
な
つ
て
来
る
。
人
麻
呂
も
既
に
、
其
俤
お
も
か
げを
見
せ
て
居
る
が
、

奈
良
朝
に
入
る
と
、
愈
い
よ
い
よ著
し
く
現
れ
出
し
て
、
旅
人
・
憶
良
の
時
代
に
な
る
と
、
と
に
も
か
く
に
も
純
然

た
る
芸
術
動
機
か
ら
創
作
を
試
み
る
様
に
な
つ
た
。

其
が
家
持
に
な
る
と
奈
良
朝
も
終
り
で
、
倭
歌
の
上
に
固
定
が
目
に
立
つ
て
来
る
。
併
し
同
時
に
経
済
状

態
の
逼
迫
や
、
辺
境
の
騒
擾
な
ど
か
ら
惹
き
出
さ
れ
た
落
ち
つ
き
の
な
い
、
安
ん
じ
難
い
時
代
に
な
る
。

歌
人
の
作
物
に
も
、
其
を
さ
な
が
ら
投
影
せ
ざ
る
は
な
か
つ
た
。
家
持
等
の
歌
が
、
固
定
・
模
倣
に
堕
し

て
居
る
一
方
に
、
感
傷
風
の
気
分
に
充
ち
た
、
弱
い
な
が
ら
個
性
の
明
ら
か
に
出
た
作
物
が
頭
を
擡
げ
て

来
て
居
る
。
此
様
に
万
葉
集
の
中
で
、
大
体
五
つ
の
時
代
を
、
私
は
考
へ
て
居
る
。
即
、
大
歌
の
三
期
と
、

創
作
時
代
に
入
つ
て
の
二
期
と
、
そ
れ
／
″
＼
、
時
代
々
々
の
特
徴
が
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
尚
、
大
歌

の
前
に
据
ゑ
ね
ば
な
ら
ぬ
ひ
と
区
ぎ
り
の
時
期
が
想
像
せ
ら
れ
る
。
其
は
、
東
歌
が
示
し
て
居
る
一
つ
の

姿
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
　
東
歌
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万
葉
集
巻
十
四
全
部
と
、
巻
二
十
の
半
分
と
は
、
東
歌
と
し
て
、
他
の
巻
々
の
歌
と
は
、
区
別
が
立
つ
て

居
る
。
か
う
し
た
部
類
の
立
て
ら
れ
た
の
は
、
当
時
の
採
風
熱
か
ら
で
あ
る
。

ま
づ
巻
十
四
の
方
か
ら
言
ふ
と
、
此
は
恐
ら
く
大
歌
所
の
為
に
採
集
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
雅
楽

寮
の
官
人
に
は
帰
化
人
が
多
か
つ
た
。
其
祖
先
以
来
の
伝
統
は
、
段
々
日
本
音
楽
部
な
る
大
歌
所
の
人
々

の
歌
を
も
支
配
す
る
様
に
な
つ
た
。
為
政
者
が
書
物
か
ら
得
た
知
識
と
し
て
、
国
風
に
正
雅
な
声
が
あ
る

と
言
ふ
理
想
を
持
つ
た
と
同
時
に
、
楽
人
た
ち
は
、
信
仰
と
し
て
、
国
風
・
竹
枝
に
、
多
く
宮
廷
楽
に
登

用
す
る
値
打
ち
の
あ
る
も
の
が
あ
る
と
考
へ
て
居
た
。
詩
経
の
成
り
立
ち
を
其
儘
学
ん
で
、
大
歌
に
採
用

の
出
来
る
小
歌
を
採
集
す
る
事
が
試
み
ら
れ
か
け
た
。
此
は
、
屡
し
ば
し
ば繰
り
返
さ
れ
た
事
で
、
後
の
神
楽
・
催

馬
楽
・
風
俗
・
東
遊
、
或
は
、
古
今
集
の
大
歌
所
の
歌
、
梁
塵
秘
抄
の
一
部
、
ず
つ
と
降
つ
て
、
後
奈
良

院
御
撰
を
伝
へ
る
山
家
鳥
虫
歌
の
類
に
到
る
ま
で
、
大
な
り
小
な
り
、
此
目
的
を
含
ん
で
居
な
い
も
の
は

な
い
。
此
為
に
当
時
の
人
々
に
と
り
わ
け
異
郷
風
な
感
じ
を
持
た
れ
た
あ
づ
ま
の
国
に
絡
ん
だ
歌
ば
か
り

で
、
一
巻
を
拵
へ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

処
が
、
天
平
勝
宝
七
年
に
な
つ
て
、
新
し
い
東
歌
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
が
蒐
集
せ
ら
れ
た
。
此
は
恐
ら
く

当
時
兵
部
少
輔
で
あ
つ
た
大
伴
家
持
の
委
託
で
、
諸
国
の
防
人
部
領
使
が
上
申
し
た
と
思
は
れ
る
防
人
の
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歌
で
あ
る
。
此
新
東
歌
の
如
き
は
、
万
葉
一
部
の
年
月
順
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
新
し
く
出
来
た
も
の
で

あ
る
。
巻
十
四
の
東
歌
で
も
出
来
た
時
代
か
ら
言
へ
ば
、
他
の
大
歌
所
の
歌
と
比
べ
て
、
古
い
も
の
と
は

言
は
れ
ま
い
。
大
歌
の
中
に
強
ひ
て
容
れ
ゝ
ば
人
麻
呂
後
期
よ
り
遅
れ
て
居
る
も
の
と
せ
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
然
る
に
其
思
想
・
其
形
式
を
標
準
と
し
て
見
れ
ば
、
年
代
順
を
ふ
り
替
へ
て
、
大
歌
の
第
一
期
に

据
ゑ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
、
古
風
の
も
の
で
あ
る
。

東
歌
に
は
、
語
法
・
単
語
の
上
に
、
当
時
の
都
の
言
語
の
一
時
代
前
の
俤
を
止
め
て
居
る
。
尠
く
と
も
真

の
万
葉
集
ら
し
く
見
え
て
来
る
藤
原
宮
時
代
の
も
の
よ
り
は
、
古
い
形
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
其
語
法

・
言
語
で
表
現
せ
ら
れ
た
東
人
の
生
活
意
識
は
、
此
亦
一
時
代
前
の
文
化
・
思
想
を
示
し
て
居
、
他
の
十

九
巻
の
歌
と
比
べ
る
と
、
確
か
に
直
情
風
で
素
朴
な
発
想
を
、
張
り
つ
め
た
情
熱
を
以
て
謡
う
て
居
る
。

其
故
、
芸
術
の
順
序
か
ら
し
て
、
此
に
宮
廷
詩
よ
り
も
前
の
位
置
を
与
へ
る
事
に
な
る
。

あ
づ
ま
な
る
地
名
の
内
容
と
な
つ
て
居
る
地
域
は
、
時
代
々
々
で
違
う
て
居
る
。
実
際
の
境
界
は
、
日
本

武
尊
の
伝
説
に
拘
泥
す
る
事
な
く
、
変
遷
を
重
ね
て
来
た
。
本
集
に
は
、
西
は
、
足
柄
山
を
越
え
て
遠
江

ま
で
も
延
び
、
東
北
は
、
奥
州
の
果
迄
を
籠
め
て
居
る
。
蝦
夷
の
勢
力
の
消
長
に
つ
れ
て
、
あ
づ
ま
の
内

容
が
伸
び
も
縮
み
も
し
た
事
で
あ
ら
う
。
あ
づ
ま
と
は
、
畢
竟
「
熟
蝦
夷
生
蝦
夷

ニ
ギ
エ
ゾ
ア
ラ
エ
ゾ

の
国
」
を
意
味
し
て
居

た
の
で
あ
る
。
尤
、
彼
等
の
外
に
も
、
都
人
・
屯
田
の
民
・
帰
化
外
人
な
ど
は
住
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。
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官
吏
・
旅
行
者
な
ど
が
、
土
地
・
人
事
に
絡
ん
だ
珍
し
い
話
の
種
を
都
に
持
つ
て
帰
つ
て
は
、
都
人
を
し

て
、
愈
異
郷
風
な
想
像
を
逞
し
う
さ
せ
る
。
か
う
し
た
見
方
の
下
に
在
つ
た
国
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
採
風

の
試
み
を
す
れ
ば
、
第
一
に
あ
づ
ま
が
考
へ
に
浮
ん
だ
事
で
あ
ら
う
。
古
今
集
の
大
歌
所
の
歌
に
、
東
歌

が
多
く
登
録
せ
ら
れ
た
の
も
、
万
葉
時
代
の
大
歌
所
の
し
た
試
み
を
其
後
再
び
し
た
も
の
な
る
事
を
示
し

て
居
る
。

併
し
、
古
今
の
東
歌
が
、
悉
こ
と
ご
とく
は
東
人
の
製
作
と
思
は
れ
ぬ
様
に
、
本
集
の
東
歌
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

必
し
も
皆
が
皆
ま
で
、
東
人
の
作
物
で
な
く
、
一
時
の
旅
行
者
の
即
興
や
、
単
な
る
誤
解
か
ら
、
他
国
の

物
を
混
へ
た
と
見
え
る
も
の
も
、
段
々
あ
る
。
併
し
、
其
々
の
歌
が
証
拠
立
て
る
如
く
、
あ
づ
ま
根
生
ひ

の
歌
が
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
大
部
分
を
占
め
て
居
る
。

東
歌
は
、
創
作
と
し
て
個
性
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
と
言
ふ
よ
り
も
、
民
謡
と
し
て
普
遍
的
な
感
情
を
と

り
扱
う
た
も
の
が
多
い
。
個
性
の
強
く
現
れ
て
居
る
様
に
見
え
る
も
の
も
、
実
は
、
一
般
式
の
感
動
に
特

殊
の
魅
力
を
添
へ
る
為
の
刺
戟
を
強
調
し
た
と
言
ふ
べ
き
も
の
が
多
い
。
更
に
民
謡
の
一
の
特
色
と
し
て
、

地
名
を
よ
み
こ
ん
だ
も
の
ゝ
多
い
事
で
あ
る
。
地
名
に
注
意
を
惹
か
れ
る
の
は
、
他
国
人
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
東
歌
に
地
名
の
多
い
の
は
、
偶
た
ま
た
ま東
歌
が
真
の
東
歌
で
な
い
事
を
証
し
て
居
る
、
と
云
ふ
人
も
あ
る
。

併
し
、
其
は
民
謡
と
地
名
と
の
関
係
に
理
会
が
な
い
か
ら
出
た
議
論
で
あ
る
。
民
謡
な
れ
ば
こ
そ
地
名
を
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詠
み
こ
ん
で
、
土
地
に
即
し
た
印
象
を
与
へ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

民
謡
は
流
行
性
を
持
つ
て
居
る
か
ら
、
各
地
に
転
々
し
て
謡
は
れ
る
。
さ
う
し
て
、
地
名
だ
け
が
自
由
に

取
り
外
さ
れ
て
、
行
つ
た
先
々
の
人
の
口
に
上
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
民
謡
に
地
名
を
含
ん
で
居
る
事

が
、
其
地
の
根
生
ひ
で
な
い
ま
で
も
、
必
一
度
は
其
地
に
行
は
れ
て
、
其
行
は
れ
た
地
方
で
採
集
せ
ら
れ

た
事
を
示
す
の
で
あ
る
。
其
上
、
単
語
・
語
法
な
ど
も
其
地
々
々
の
言
語
情
調
に
適
合
す
る
様
に
部
分
々

々
に
手
入
れ
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
誤
解
か
ら
、
部
分
け
違
へ
を
し
た
少
数
の
も
の
以
外
は
、
あ
づ
ま
根
生

ひ
の
も
の
と
言
う
て
も
さ
し
支
へ
の
な
い
程
、
其
思
想
・
其
形
式
に
於
て
、
東
人
の
生
活
に
密
接
な
関
係

を
持
つ
て
居
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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